
図  書  館 

Ⅰ 図書館 
 
 （方 針） 
 生涯学習を支援する機関として、市民の求める資料の収集に努め、図書館サ

ービスの充実を図る。また、子どもの読書に積極的にかかわり、市民が気軽に

出入りできる親しみやすい図書館を目指す。 
 
 （重点目標） 
１． 効果的な資料の収集 
２． 全ての市民への奉仕 
３． 利用率の引き上げ 
４． 図書館管理運営システムの導入 
５． 図書館運営の民間委託の検討 

 
 （方 策） 
１． 効果的な資料の収集 
（１）参考図書（大学教養課程レベルまで）の充実に努める。 
（２）行政資料（パンフレット・読本など）の収集に努める。 
（３）郷土資料・地震・災害資料の収集に努める。 
（４）リクエストによる新刊図書の購入や相互貸借による、より広範な資料

の収集に努める。 
 
２． 全ての市民への奉仕 
（１）童話の日（絵本の読み聞かせ）の活用を図る。 
（２）大活字本の積極的収集（高齢者・弱視者への対応）を図る。 
（３）幼児・児童・生徒の読書（ブックスタート・絵本に親しむイベント）

を推進する。 
（４）巡回文庫と西土佐地域への貸出の拡充を図る。 

 
３． 利用率の引き上げ 
（１）利用しやすい環境づくりを図る。 
（２）評価の定着したマンガの収集貸出を図る。 
（３）雑誌の積極的収集に努める。 
（４）視聴覚資料の収集に努める。 



（５）図書館情報を提供する。 
 
４． 図書館管理運営システムの導入 
（１）管理運営をシステム化し蔵書の検索、貸出業務の効率化を図る。 
（２）システム化により利用者への迅速な情報提供とサービスの充実を図

る。 
 
５． 図書館運営の民間委託の検討 
（１）図書館の将来像を描き、どういう改革が必要なのか探っていく。 

 
Ⅱ 郷土資料館 

 

 （方 針） 

 幡多地域の文化遺産等を生涯学習の振興に役立てる施設として運営の充実を

図るとともに、利用促進のための環境整備並びに適格な資料の収集、保存を行

い展示及び公開に努める。 

 

 （重点目標） 

１．利用を促進するための環境整備 

２．資料の調査研究及び収集 

３．展示資料の充実 

４．企画展の実施 

 

 （方 策） 

１．利用を促進するための環境整備 

（１）資料保存整備の改善に努める。 

（２）改善計画を立案すると共に環境整備を図る。 

（３）新資料等を整理公開すると共に、市内関係機関に広報活動し、利用 

者の増加を図る。 

 

２．資料の調査研究及び収集 

（１）自然・考古・郷土資料等の収集に努める。 

（２）保存資料の調査研究に努める。 

 

３．展示資料の充実 

（１）展示資料の入れ替えを図る。 



 

 

４．特別展の実施 

（１）企画展に向けて資料の収集に努める。 

（２）特別展の広報活動に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


